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In this study, we investigated the decline of medical functions of hospitals as a consideration of the secondary 

damage of earthquake disasters. We conducted simulations of the damage in Nankoku City, Kochi Prefecture, where 

the damage caused by the Nankai Trough earthquake is expected to be enormous. Clean water is essential for hospital 

emergency medical care. In an earthquake disaster, the loss of lifeline supply is attributes more to the loss of medical 

functions compared to structural damage to buildings. Considering the necessity of clean water in hospital 

emergency medical care, ｗe focused on the damage to the city's water pipeline networks. When clean water will 

be not supplied to the hospitals due to the damage of the water pipe, the hospital would not be able to provide 

appropriate medical care. Taking these factors into account, we considered the impact of medical treatment in 

Nankoku City.  

 

１．はじめに 

日本は火山活動が活発な国であり、これまで幾

度となく地震災害に見舞われてきた。なかでも、

日本の南部に広がる南海トラフを震源とする、南

海トラフ地震は今後３０年の発生確率が高いと推

定されていて 1)、東南海地域を中心に日本に甚大

な被害を及ぼすことが危惧されている。また、人

的被害だけでなく、社会インフラが被害をうける

ことが想定され、それに起因する二次的災害が起

こることは想像に易い。多くの市民が被災し、そ

の人々が医療対応を求めることを考えると、病院

が地震動によって被害を受け、適切な医療対応が

できなくなってしまうと市全体の人的被害はさら

に広がることが予想される。これらを踏まえ、本

研究では、南海トラフ地震によって特に甚大な被

害を受けると推定されている地域である 2)、高知

県南国市を対象に、病院が受ける被害に注目し、

市民への医療対応への影響について考察する。 

 

図 1 高知県南国市 （Google Mapより抜粋） 

 

震災時の病院の医療機能の低下には、病院の建

物の構造的被害よりも、水道や電気、ガスなどの

ライフラインの供給が絶たれることによる影響が

大きい。3)人命に大きく関わる緊急医療において、

清潔な水がとりわけ必要不可欠な要素であること

を踏まえて、南国市の水道管網が受ける被害に注

目した。 

 

２．常時微動観測 

 高知県南国市における地震被害を考えるにあた

って、加速度計を利用した、アレイ観測と単点観

測の常時微動観測を行った。観測地点を図 2 に示

す。付近の K-NET高知 4)と J-SHIS深部地盤地下構

造モデル 5)を参考に層構造モデルを作成し、これ

を基に理論位相分散曲線 6)、理論 MHVR7)が観測し

たものに近づくような地盤構造モデルを構築した。

各地点で得られた結果をもとに南国市全体の地盤

の速度構造を選定し、AVS30 と地盤増幅率を算出

した。観測データがない地域については、国土地

理院の土地条件図を参考に、距離が近く、同じ土

地条件である地点のデータを使用し、補完した。 



    

図 2 観測地点（Google Earthに加筆） 

  

図 3 アレイ３における位相分散曲線 

 

図 4 アレイ３における HVR 

 

３．地震動予測の手順 

 本研究において我々は、Leeら 2)に倣い、ばらつ

きを考慮したモンテカルロシミュレーションによ

って、地表面での最大速度を推定した。このシミ

ュレーションにおいて、6つの震源モデル、5つの

地震動予測式にそれぞれ重みづけを考慮して算出

した。各地点における地盤増幅率については、微

動観測によって推定した値を使用した。 

 

４．水道管被害率 

我々は熊本県宇城市の水道管が熊本地震によっ

て受けた被害を参考に、水道管の被害率 RR を算

出する関係式を構築した。PGV は各地点での最大

速度を示す。 

𝑅𝑅 = 0.0002257𝑃𝐺𝑉1.557 

この関係式を使用して、南国市の水道管が受け

る被害率を算出した。下図 5 に南国市の水道管配

置と観測地点を示す。 

 

図 5 南国市における水道管配置と観測地点 

（緑色のメッシュが観測地点） 
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